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説明日付改定

次のサーバのリリース向けリ

リースノートを 2.0.1.250096
作成しました：

• Cisco UCS C845AM8ラッ
クサーバー

2025年 8月 24日A0

の概要 Cisco UCS C845A M8ラックサーバー
値は、 Cisco UCS C845A M8ラックサーバーは、アクセラレーションコンピューティングの
ための NVIDIAMGXリファレンスデザインに基づいた、拡張性、柔軟性、およびカスタマイ
ズ可能な AIシステムです。2～ 8個の NVIDIA PCIe GPUと NVIDIA AI Enterpriseソフトウェ
アをサポートしているため、Generative AIの微調整と推論を含む幅広い AIワークロードで高
いパフォーマンスを提供します。

Cisco UCS C845AM8サーバは、2〜 8個の GPUで構成できます。構成に応じて、PCIeベース
の NVIDIA H100 NVL、H200 NVL、L40S、RTX6000 Pro、または AMD GPUMI210から選択で
きます。MGX設計の洗練により、他の次世代 NVIDIA GPUも、これらの GPUが利用可能に
なると、この同じプラットフォームに導入される予定です。

AMDの新たなハイエンド Turin（第 5世代）CPUを搭載したコンピューティングノードは、
AIワークロード向けに特別に設計されており、CiscoUCSC845AM8AIサーバ内のボトルネッ
クを回避するために必要な CPUまたはGPU性能に対し、妥協のないソリューションを提供し
ます。もう 1つの利点は、NVIDIA ConnectX-7 NICおよび/または NVIDIA BlueField-3 DPUを
使用してサーバーを構成して、サーバーとの間のデータトラフィックを処理できることです。

NVIDIA H100 NVLまたは H200 NVL GPUを搭載したシステムには、NVIDIA AI Enterpriseの
5年間ライセンスが付属しています。NVIDIA AI Enterpriseは、AIエージェント、生成 AI、コ
ンピュータビジョン、音声 AIなどを含んでいます。使いやすいマイクロサービスにより、エ
ンタープライズレベルのセキュリティ、サポート、および安定性によってモデルのパフォーマ

ンスが最適化され、AIで事業を展開する企業のプロトタイプから実稼働へのスムーズな移行
が保証されます。詳細については、 Cisco UCS C845AM8ラックサーバを参照してください。
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Cisco UCS C845A M8サーバが Ciscoベースボード管理コントローラ 2.0 REST APIガイド、リ
リース 2.0（Cisco BMC 2.0）ファームウェアを搭載して出荷されます。 Cisco BMC 2.0は、マ
ザーボードに組み込まれている独立した管理モジュールです。専用の ARMベースのプロセッ
サが、メインサーバ CPUとは別に、ファームウェアを Cisco BMC 2.0実行します。システム
には、ファームウェアの実行中のバージョンを組み込んでCiscoBMC2.0出荷されます。ファー
ムウェアは更新 Cisco BMC 2.0できますが、初期インストールは必要ではありません。

Cisco UCS Cシリーズラックサーバーは、Windows、Linux、Oracleなどのオペレーティング
システムをサポートします。デバイスでサポートされるオペレーティングシステムの詳細に

ついては、 UCSハードウェアとソフトウェアの互換性を参照してください。ポッドを使用し
て次のことができます Cisco BMC 2.0 KVMコンソールおよび vMediaを使ってサーバに OSを
インストールするために、を使用できます。

サーバソフトウェアの概要

値は、 Ciscoベースボード管理コントローラ 2.0 REST APIガイド、リリース 2.0（Cisco BMC
2.0は、以下の管理サービスです Cisco UCS C845AM8サーバーのスナップショットを作成しま
す。 Cisco BMC 2.0はサーバ内で動作します。

値は、 Cisco BMC 2.0管理サービスは、サーバがスタンドアロンモードで動作している場合に
だけ使用されます。サーバがUCSシステムに統合される場合、Cisco Intersightを使用して管理
する必要があります。次が表示されます： Cisco Intersightヘルプセンターを確認して、サー
バの管理方法について詳細をご覧ください。

（注）

Webベースの GUI、SSHベースの CLI、または REST APIを使用して、サーバにアクセスし、
サーバを構成、管理、モニタできます。各インターフェイスは異なる機能を提供し、各イン

ターフェイスでサポートされているタスクについては、それぞれのコンフィギュレーションガ

イドで説明されています。次の操作を実行することはできません。

•用途 Cisco BMC 2.0 GUIで呼び出す Cisco BMC 2.0 CLI。

• CLIで呼び出したコマンドを GUIに Cisco BMC 2.0表示します Cisco BMC 2.0 GUIを使用
してオンボーディングを完了します。

•生成する Cisco BMC 2.0 GUIからの CLI出力 Cisco BMC 2.0 GUIを使用してオンボーディ
ングを完了します。

サポートされるプラットフォーム

次のサーバが以下でサポートされています。 2.0.1.250096以降のリリース：

• Cisco UCS C845A M8ラックサーバー
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ブラウザ要件

アクセス対象Cisco BMC 2.0 GUIにアクセスするには、Windows、Linux RHEL、およびMacOS
でサポートされているブラウザのいずれかの最新バージョンを使用することを推奨します。

• Microsoft Edge

• Mozilla Firefox

• Google Chrome

• Apple Safari

サポートされているオペレーティングシステムの詳細については、インタラクティブな UCS
ハードウェアとソフトウェアの互換性マトリックスを参照してください。

デフォルトポート

次に示すのは、サーバポートとそのデフォルトのポート番号のリストです。

ポート番号ポート名

443HTTPS

22SSH

623IPMI

ファームウェアファイル

常にすべてのコンポーネント BIOS、BMC、および FPGAをアップグレードします。予期しな
い動作の原因となる場合があるため、コンポーネント（BIOSのみ、または Cisco IMCのみ）
を個別にアップグレードしないでください。BIOSと BMCのバージョンが異なるコンテナリ
リースからのものである場合、予期しない動作が発生する可能性があります。

リリース固有の ISOバージョンについては、「Ciscoベースボード管理コントローラリリース
ノート」を参照してください

（注）

リリースのファームウェアファイル 2.0.1.250096
値は、 2.0.1.250096ソフトウェアリリースには、次のソフトウェアファイルが含まれます：
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表 1 : 2.0.1.250096 Ciscoファームウェアバンドル

ファイル名CCOソフトウェアタイプ

ucsc-845a-m8-huu-2.0.1.250096.isoUnifiedComputingSystem（UCS）サーバファー
ムウェア

ucs-diag-2.0.1.250007.isoCisco UCS Server Diagnostics Utility

未解決の不具合

リリースで未解決の問題 2.0.1.250096
リリースでは、次の問題が未解決です。 2.0.1.250096:

最初に影響を受けるリ

リース

回避策症状不具合 ID

2.0.1.250096次の [DF-CS状態
（DF-C State）]をを
無効にします。

[DF-CS状態（DF-C
State）]を無効にする
方法の詳細について

は、次を参照にしてく

ださい不具合の回避

策：CSCwo53738（8
ページ）

Cisco UCS C845A M8
ラックサーバーで

は、KVMコンソール
を使用して Ubuntu
22.04または 24.04ログ
インプロンプトで入力

したときに、 1回の
キーを押しても複数の

文字が出力される問題

を示しています。この

問題は、ログイン時の

ホストコンソールでの

キーストローク入力に

影響します。

CSCwo53738
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最初に影響を受けるリ

リース

回避策症状不具合 ID

2.0.1.250096ホストをリブートしま

す。

FirmwarePackageVersion
プロパティは、次の

FHHLネットワークア
ダプタに対し居て空で

す Cisco UCS C845A
M8ラックサーバー。
これにより、Redfish
APIを使用してクエリ
したときに、FHHLス
ロットのPCIデバイス
のファームウェアバー

ジョンとMACアドレ
スが欠落するようにな

ります。この問題は、

PCIデバイスのファー
ムウェアバージョンの

取得中に発生します。

CSCwd22429

2.0.1.250096既知の回避策はありま

せん。

FHHL_10 DPUリンク
のステータスと速度

は、RedfishAPI出力に
表示されません。ポー

トが有効になってい

て、信号が検出されて

いるにもかかわらず、

リンク状態および現在

のリンク速度フィール

ドは nullを返します。
この問題は、FHHL 10
スロットに接続された

PCIデバイスで発生し
ます。

CSCwb37991

2.0.1.250096[電源オフ（Power
Down）]と [電源オン
（Power On）]を活用
システムの電源を管理

します。

BMCとKVMから開始
されたグレースフル

シャットダウン中、シ

ステムがHUUUIに起
動すると、 [電源オフ
（Power Off）]オプ
ションは機能しませ

ん。

CSCwb27054
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最初に影響を受けるリ

リース

回避策症状不具合 ID

2.0.1.250096デフォルトでは無効に

なっているので、リ

モートオペレーティン

グシステムのファンク

ションキーを有効にし

ます。これにより、

ESXiのインストール
中に KVMを介して
F11キーストロークを
送信できるようになり

ます。リモートシステ

ムの設定を調整して、

適切なリモートキー

マッピングの機能キー

をアクティブにしま

す。

以下への ESXiのイン
ストール中に、 Cisco
UCS C845AM8ラック
サーバーMacオペレー
ティングシステムから

リモートでアクセスし

た場合、KVMを介し
て F11キーストロー
クを送信できず、イン

ストールの進行が妨げ

られます。

CSCwb91773

2.0.1.250096BIOSトークンを構成
し、一度に 1つずつ起
動します。

以下は、 Cisco UCS
C845AM8ラックサー
バー再起動後、構成さ

れたワンタイムブート

デバイスを尊重しませ

ん。サーバはデフォル

トのブート順序を使用

してブートを続行し、

選択されたブートオプ

ションは無視されま

す。この問題は、

BIOSトークンとワンタ
イムブートデバイス

が同時に構成されてい

る場合に発生します。

ホストは 2回再起動し
ますが、選択したデバ

イスから起動すること

ができないため、続行

するには手動で起動デ

バイスを選択する必要

があります。

CSCwq15755
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最初に影響を受けるリ

リース

回避策症状不具合 ID

2.0.1.250096この問題は、機能への

影響はありません。

次の [演算子
（Operator）]ユー
ザーが KVMセッショ
ンを起動した場合、

[セッション管理
（Session
Management）]ページ
で、権限レベルが [管
理者（）]（ [演算子
（Operator）]の代わ
り）に次のように誤っ

て表示されます。

CSCwb50085

2.0.1.250096次のいずれかを実行で

きます。

•リモート管理には
lanplusオプション
でリモート IPMI
インターフェイス

を使用します。

•または、Ubuntu
24.04または
Ubuntu 22.04で
ipmitoolバージョ
ン 1.8.18を使用し
ます。

•または、ipmitool
と互換性のある他

のサポートされて

いるオペレーティ

ングシステムで

操作します。

バージョン 1.8.19の
Ubuntu 24.04.1で
ipmitoolコマンドを実
行すると、デバイスま

たはリソースがビジー

状態ですエラーが発生

する可能性があります

（センサーデータにア

クセスしようとする

と）。

CSCwb55206
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最初に影響を受けるリ

リース

回避策症状不具合 ID

2.0.1.250096KVMを再起動する
か、または数分間待っ

てから、KVMに正し
いステータスが表示さ

れるようにします。

以下は、 Cisco UCS
C845AM8ラックサー
バーシステムの電源を

再投入後、ホストのビ

デオ出力信号を表示す

る際に遅延が発生しま

す。ホストはオンです

が、KVMの表示が長
時間空白のままになる

ため、混乱が生じま

す。

CSCwb08112

2.0.1.250096Web GUIで使用可能な
オプションを使用する

か、KVMを介して、
または
ComputerSystem.Reset
Redfish APIを使用し
て、ホストを再起動で

きます。

以下は、 Cisco UCS
C845AM8ラックサー
バー「on-next boot」
オプションを使用して

開始された更新が保留

状態のままになり、ホ

ストOSの再起動後に
失敗する、ファーム

ウェアの更新の問題が

発生します。ホストが

OS環境から再起動する
と、ファームウェアの

更新が開始されず、

Redfishタスクで内部
エラーが報告されま

す。さらに、ホストOS
の再起動後、イベント

は失われます。

CSCwb91165

不具合の回避策：CSCwo53738

BIOSセットアップから

1. システムの電源を入れ、 [ESC]または [DEL]キーを押して、BIOSセットアップを開始し
ます。

2. 登録手続きを開始するには、

高度な > AMD CBS > NBIO共通オプション > SMU共通オプション > DF CStates

3. [DF CStates]オプションを [無効化（Disabled）]に設定します。

4. 変更をパスワードを変更、 BIOSセットアップを終了します。
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Redfishインターフェイスの使用

1. ホストをオペレーティングシステムで起動します。

2. 次の curlコマンドを実行して、Redfish APIを介して DF CStates設定を更新します。
curl -ksu Username:Password https://10.10.10.10/redfish/v1/Systems/system/Bios/
Settings -H 'content-type:application/json' -H 'If-Match:' -X PATCH -d '
{"Attributes":{"CbsCmnGnbSmuDfCstates":"Disabled"}}' | jq

3. ホストをリブートします。

このプロセス中にサーバは 2回再起動します。（注）

4. 自動リブート後、 BIOSセットアップメニューに入り、DF CStatesの値が [無効化
（Disabled）]に設定されていることを確認します。

5. 変更を加えずにBIOSセットアップを終了し、システムがOSまたはUEFIシェルを起動でき
るようにします。

6. 起動後にRedfishデータが更新されたDFCStatesの設定を反映していることを確認します。

既知の動作と制限事項

リリースでの既知の動作と制限事項 2.0.1.250096
リリースでは、既知の制限事項として次の問題があります。 2.0.1.250096:
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最初に影響を受けるリ

リース

回避策症状不具合 ID

2.0.1.250096BMCの更新または再
起動後、4～ 5分待っ
て [リモート管理
（Remote
Management）]ページ
が完全に読み込まれ、

KVM起動オプション
が有効になります。

入力 Cisco UCS C845A
M8ラックサーバー
で、BMCの更新また
は再起動後、[リモー
ト管理（Remote
Management）]ページ
が読み込まれるまでに

数分かかります。この

間、KVM起動オプ
ションは無効のままで

す。この遅延は、リ

モート管理機能への即

時アクセスに影響しま

すが、ページが完全に

読み込まれると解消さ

れます。

（CSC）09352

関連資料

詳細については、次のリンクから関連資料を参照できます。

• Ciscoベースボード管理コントローラ 2.0ファームウェアファイル、リリース 2.0

• Ciscoベースボード管理コントローラ 2.0 GUI構成ガイド、リリース 2.0

• Ciscoベースボード管理コントローラ 2.0 CLI構成ガイド、リリース 2.0

• Ciscoベースボード管理コントローラ 2.0 REST APIガイド、リリース 2.0

• UCSハードウェアとソフトウェアの互換性
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https://www.cisco.com/content/en/us/td/docs/unified_computing/ucs/release/notes/Cisco-BMC-Release-Notes/2-0-1/b_cisco-bmc-2-0-firmware-files-release-2-0.html
https://www.cisco.com/content/en/us/td/docs/unified_computing/ucs/c/sw/gui/config/guide/2-0-1/b_cisco-bmc-20-configuration-guide-release-20.html
https://www-author3.cisco.com/content/en/us/td/docs/unified_computing/ucs/c/sw/cli/config/guide/2-0-1/b_cisco-bmc-20-configuration-guide-release-20.html
https://www.cisco.com/content/en/us/td/docs/unified_computing/ucs/c/sw/api/2-0-1/b_cisco-bmc-rest-api-guide-2-0.html
https://ucshcltool.cloudapps.cisco.com/


© 2025 Cisco Systems, Inc. All rights reserved.



翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


